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4月 7日 (木)
新 2～ 6年生 新年度スタート☆
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(た すき)

今年の桜が全国で産声をあげはじめた。
自然はただ巡り続ける。
変化 し続ける場・ lrで、芽は育ち、花は咲く。

春は旅立ちの季節。
3人の6年生が温かな巣を後にして、旅立ってぃった。

その日の3人の姿は、会に集まった人 1人 1人の優 しく、力強い風を受けて、自らの旅立ちをゆっくりと受け
入れているようだった。

会の中で見せた6年生の頬を伝う涙は、それぞれがてらこやですごしてきた時間の全てを表していると感じ
た。

会に参加する人の中にはかつての卒業生の姿もあった。
長い時間を一緒に過ごした後輩を見送る卒業生たちの眼差しは、家族そのものだったように思う。

会が終わった後、卒業生の 1人であるひかりとあっつんとま―みんが3人で話 してぃた。

中学校に行つてからてらこやを,S、 りかえった時に感じること、今年の卒業生のこと、てらこやという場に対
する思いなどを語り合う3人の姿。

3人の話 していた横顔を今も忘れられない。

その輪の中には、春を思わせるほどうららかな時間が流れていたように僕には思えた。

僕はその時、てらこやという |つの場が卒業生たちの“居場所・になっているのだなと強く感した。

それはただの場所ではない。
・ずっとヽに残 り続ける場所“
'自 分の軸の中ヽを流れ続ける場所・｀
どんな時もヽの支えとなる場月ばなのだ。

そんなてらこやという場所は'生 きている・

そして、 これからはそんな場所が大切になっていくのだと感した。
'過去と今と未来が繋がる時間

°

それ力゙ 旅立ち・であるのだと感 じた ,日 だった。

てらこやとぃう場の歴史は繁がれている。

それぞれの代が違う色合いで真っ白だったキャンパスに色を塗り重ねてきた。

子が親の背中を見て育つように、てらこやの文化も綿々とその色を変えながら受け継がれていく。

この 1年間、本当に沢山のことを学ばさせていただぃた。

感謝の気持ちでいっぱぃだ。

ここに来るという決断をした過去の僕が繋いだ欅がここで巡 り合えたえたモノに出逢わせてくれた。

世界は毎日生まれ変わる。

昨日とは違う今日を、人生で 1日 だけしかない絶対的な今日を、僕たちはまた繋いでぃく。

残されたてらこやの子たち、、、
てらこやの欅は渡された。
ゴールはない。
ただ 1人 1人が自分らしく一歩を踏み出し、毎日を繋いでぃくだけだ。    ,
今度はみんなの番だ。

そして、今日という日を生きていく僕の番だ。

会沢碧来


